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地域から日本を変える
７つの提案

日本の環境首都コンテスト

環境首都コンテスト全国ネットワーク
NPO法人 環境市民 杦本育生

第17回ハイライフセミナー

地球サミットで認識された 世界共通の21世紀の課題

持続 可能な
社会、開発

不
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持続不可能とは

・環境
・資源（鉱物、石油、森林）
・食糧と水
・人口
・貧困（南北格差）
・対立 民族、宗教、戦争

私たちの経済活動、生活のスタイルによって

持続可能な開発とは

将来世代のニーズを損なわ
ないようにして
現代世代のニーズを満たす
こと
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5持続可能な開発
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アジェンダ21 地球サミットでの合意

「アジェンダ21で提起されている諸問題

及び解決策の多くが地域的な活動に根ざ
しているものであることから、地方公共
団体の参加及び協力が目的達成のために
決定的な要素になる」（28章）

として、国連が世界中の自治体に対して、
ローカルアジェンダ21の策定を求めた
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持続可能な社会を築くには、政府の政策の大
転換が必要である。ただ、

政府の政策転換は、地域から起こる

例 「公害」
◆ 四大産業公害、道路公害等に対して対応する法律
がない中で、自治体は国に先んじて様々な規制、協定、
指導等を実体化させて行った。
◆ このような取り組みと国民の強い関心により
1970年11月に「公害国会」を開催。公害対策基本法改
正案をはじめとする公害関係14法が成立した。
◆ これらの法律によって、事業者の基準遵守の指導
権限をほぼ全面的に地方に委譲。法律以上の上乗せ規
制の規定を明確化して地方自治体の権限を強化
◆ 環境庁を設置
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ドイツ 自然・環境保護の連邦首都
（環境首都）コンテスト

・1990〜98年まで実施 9回実施
・第１回参加は30市町村、
最終回で223市町村（最多）の参加

・１位=首都として表彰
90年 エアランゲン市 91年 エアランゲン ネツテルス
ハイム村 92年 フライブルク市 93年 ネツテルスハイ
ム村 94年 エッカーンフェルデ市 95年 バート・エイ
ンハウゼン市(自然保護部門) 96年 ハイデルベルク市
97年 ミュンスター市 98年 ハム市
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エッカーンフェルデ市

フライブルク市

ミュンスター市

10調査風景
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日本のフライブルクをつくろう

日本の中で、他の自治体
の目標になるような、持
続可能な地域社会モデル
を、自治体、地域住民と
共に、NGOが「エコひ
いき」して創り出す。
そして、他の自治体へ影
響力を及ぼし、日本が持
続可能な社会になる、大
きなきっかけにしていく

1992年のドイツの環境首都フライブルク

12

⑴ 多様な環境政策の提案

⑵ 戦略としての競争

⑶ 環境行政への評価の向上と政治、行政内

部への好影響、イメージ形成

⑷ 市民による環境監査

⑸ 評価のツール

⑹ 自治体間の情報とネットワーク

⑺ NGOと自治体のパートナーシップ創出

日本の環境首都コンテストの具体的目的
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質問票

15項目83問+自由記述

交通は自治体の状況別に選択

産業は主要なもの2つを選択

208ページ

NGOから自治体への政策提
案集でもある
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質問項目 1

A 環境基本条例 ローカルアジェンダ21 環境基本計画

B 環境マネジメントシステム

C 住民とともにチェックするシステム・情報公開

D 率先行動 エコオフィス

E 自治体交流

F 職員の資質・政策能力の向上と環境行政の総合化・予算

G 住民のエンパワーメントとパートナーシップ

H 環境学習



第17回ハイラフセミナー
挑戦！地域から日本を変える７つの提案

8

15

質問項目 2

I 自然環境の保全と回復

J 健全な水循環

K 風土を生かした景観形成と公園づくり

L エコロジカルな交通政策

M 地球温暖化防止 エネルギー政策

N ごみの減量化

O 環境に配慮した産業の推進

P 自由記述
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総合分析
配 点 に 対 す る 得 点 率 ( ％ )
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N  ご み 減 量 化
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全国最高点 全国平均点
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報 告 書

環境首都コンテスト 表彰式
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日本の環境首都コンテスト
・2001年度から10年間にわたって毎年実施
・市区(東京23区)町村を対象
・全自治体にメール、ファクシミリ等で参加呼びかけ
・自治体が自発的に応募
参加自治体数
第１回93  (2.88%) 

第２回115  (3.57%)

第３回83  (2.61%) 平成の大合併の影響

第４回75  (2.54%) 平成の大合併の影響

第５回75  (3.45%) 合併が落ち着いてきた

第６回74  (4.02%) 参加率過去最高

第７回66  (3.66%) 質問大改定による影響
※ ドイツの環境首都コンテスト最大参加率 2.62%
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環境首都コンテスト全国ネットワーク

環境エネルギー政策研究所 （東京）
ＦｏＥジャパン （東京）
ふるさと環境市民 （神奈川）
かながわ環境教育研究会（神奈川）

やまなしエコネットワーク（山梨）
中部リサイクル運動市民の会（愛知）
環境市民東海事務所（愛知）
環境市民（京都） 主幹事団体
未来の子（広島）
くらしを見つめる会（高知）
環境ネットワークくまもと（熊本）
プラス･エコ（大分）
環境ネットワークながさき塾（長崎）

参加協力団体
住みよい環境をつくる三鷹市民連絡会（東京）
T-GAL （鹿児島）
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多様な環境政策の提案

21

・質問票から、未着手の施策や、施策の具体的ヒン
トを得られたという自治体の反応は多い

・質問票等を意識して新しい施策を実施される事例
が増加している

・平均点の上昇がはっきりと見られる

・先進事例集及び映像版先進事例集がかなり活用さ
れている

・首都コンの(連続)研究会を開催する自治体が現れ
た(安城市、新城市、水俣市)
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遊佐町 「大変だけれども、得るところは多い」
参加は今回で3回目。最初は自分の自治体が全国的にはどの程度

のレベルなんだろう、ちょっと面白そうだな、という程度の気持ちでし

た。ところが、質問票を見てその厚さにびっくり。方々に問い合わせて

やっと回答が終わったと思ったら、次は電話ヒアリング、そのあと訪問

しますと言われ、ここまでやるのかと驚きの連続でした。でも終わって

みれば、大変だけれども、得るところは多いと思っています。

宇部市 「検討委員会を設置して回答に臨みました」
市長がマニフェストで「環境首都をめざす！」と約束していることもあ

り、担当者としてはやりがいを持ってコンテストに参加しています。今

回は庁内で環境、総合政策部他、5部長で構成される検討委員会を

設置して回答に臨みました。結果、庁内のコンテストに対する意識も

高くなりました。次回も環境首都をめざしてがんばります。
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周南市 「弱いところを集中的に改善しました」
第三者機関からの評価という視点でコンテストに参加しています。コ

ンテストの結果の中で、特に取り組みの弱いところを集中的に改善し

てきました。例えば、環境基本計画や環境マネジメントシステム分野

では、当初２市２町合併後間もないことからほとんど得点できません

でしたが、次第に改善されてきています。環境報告書に住民が意見

を出せるアンケートをつけたのもコンテストからヒントを得たからです。

秦野市「全回皆勤参加で施策の経年変化を把握」
施策の経年変化を把握するためにも全回皆勤で参加しています。

同じ神奈川県内の参加自治体とは日頃から情報交換を行っています

今回の結果は予想よりもよい点数だったと思います。本市の特長で

ある自然環境保全と住民とのパートナーシップをさらに伸ばすととも

に、他の分野も含めてバランスのとれた環境施策をめざし、市民の環

境意識づくりにもつなげていきたいです。

戦略としての競争

24

・上位自治体の順位争いは熾烈

・自治体の市長が将来において環境首都になること
を目標として公言された (北九州市、水俣市、飯田
市、安城市、新城市、宇部市、多治見市)

・総合計画の主目標として環境首都を掲げた自治体
が現れた （安城市）

・環境首都づくりの組織等を設置した自治体がある
北九州市は環境首都推進室・環境首都予算 安城市は専任副
市長の設置・環境首都推進課、水俣市は、環境首都まちづく
り市民会議(市民)・環境首都まちづく委員会(市民) ・環境首都
まちづく推進会議(庁内)・環境首都まちづく研究会(庁内)設置
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切磋琢磨が現実に
総合10位までの平均点急上昇
第4回 459点 第5回 505点 第6回 578点

全体平均点も大きく上昇
第4回 245点 第5回 273点 第6回 294点

よりパフォーマンスを重視した、質問を大幅改定し、得
点のかなりの低下が予測された第7回コンテストでも
総合10位までの平均点559点、全体平均点が282点
とあまり低下しなかった。
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総合順位 昨年度順位

第1位 北九州市 744点（987,230人） 1位
第2位 水俣市 646点（28,996人） 2位
第3位 飯田市 613点（106,998人） 5位(同)

第4位 安城市 582点（177,406人） 4位
第5位 新城市 581点（51,957人） 3位
第6位 宇部市 532点（177,419人） 5位(同)

第7位 板橋区 482点（529,173人） 8位
第8位 尼崎市 478点（459,341人） 9位(同)

第9位 多治見市 472点（116,037人） 7位
第10位 豊田市 458点（419,055人）復活参加

第7回 総合入賞自治体
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自治体間の情報とネットワーク

27

・地域ブロック別交流会が、自治体の持ち回りで
毎年数地区で開催している

・先進事例集等を用いた調査訪問が、各地で自発
的になされている

・環境首都コンテストを通じて多くの自治体との
交流が深まったという意見が自治体関係者からか
なり聞かれる

・「戦略会議」「環境首都をめざす自治体フォー
ラム」を毎年開催し、上位自治体を中心に市長、
町長、職員の参加が得られている

28

飯田と新城
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世界地方都市十字路会議

環境首都を目指すまちづくり

NGOと自治体のパートナーシップ創出
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・参加自治体から、ネットワークNPOに対して職員研修、
住民向け講演会等の講師依頼がかなりある

・環境基本計画策定のコーディネート、環境施策の進行
状況調査等の協働事業委託が、参加自治体とネットワー
クNPOでなされた。

・ネットワークNPOが主催するフォーラム等の講師、ゲ
ストとして参加自治体職員を招く例が増えている

・日常的に、参加自治体とネットワークNPOの間で情報
交換がなされるようになった
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日本の環境首都コンテスト地域
交流会

・環境首都コンテス
トの成果、分析
・先進事例の発表
・自治体間、ＮＧＯ
との交流

関東、中部、近畿、
中国、四国、九州で
開催

05九州地区交流会

32

モデル自治体共同調査研究
多治見市

・協働する自治体を公開
募集し、応募のあった
３自治体から岐阜県多
治見市と提携
・５年間にわたり共同研
究
・ビジョン、戦略、手法、
施策、住民参画を研究
し報告書を作成する
（2009年３月予定）
・現在は多治見市への提
案プロジェクト、戦略を
検討中（月１回）
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環境首都をめざす自治体全国フォーラム

33

2007 in 宇部市

2008 in 飯田市

34

先進事例集 毎年発行
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挑戦ー地域から日本を変えるー

第３集 高畠町、飯田市、北九州市
第２集 板橋区、多治見市、水俣市
第１集 住民参画
ニセコ町、大和市、津山市、熊本市
（財）ハイライフ研究所との協働

第3回セミナー開催 2月28日午後
読売広告社 コムホール

36

持続可能な社会を創る７つの提案

1  人を生かす、創る

2 地域の将来像を描く

3 戦略的に事業を組立てる

4 環境、経済、社会を合わせる

5 パートナーシップを深める

6 行政を総合化する

7 率先例をつくりだす
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1 人を生かす、創る

地域の公共をより良くするリーダー、コーデ
ィネーターが各セクターにいること、そのよ
うな人を創出していくこと

2 地域の将来像を描く

地域特性を生かした持続可能で豊かな地域の
将来像を多様な参画をえながら描くこと

3 戦略的に事業を組立てる

将来像を実現するための道筋が、総合計画

環境基本計画などで明確に示され、実行と評
価に住民参加の仕組みがあること

37

4 環境、経済、社会を合わせる

環境、経済、社会―の３要素を合わせた相乗効
果の得られる事業、活動を考案し優先すること

5 パートナーシップを深める

参画と対話を自治体運営の基礎にすえ、その仕
組みをつくること

6 行政を総合化する

行政組織の縦割り弊害を除去し、総合的な施策
立案と実施体制をつくること

7 率先例をつくりだす

多くの人々が実際に行動に移すために、人々に
希望と勇気を与える成果事例をつくりだすこと38
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http://eco-capital.net/
office@eco-capital.net

主幹事団体 環境市民
電話 075-211-3521
FAX 075-211-3531
http://www.kankyoshimin.
org
life@kankyoshimin.org
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